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澤田 雄宇 先生
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1996年3月　京都府立医科大学医学部卒業
1996年4月　京都府立医科大学附属病院皮膚科 研修医
1998年4月　社会保険神戸中央病院皮膚科 医員
2000年9月　京都府立医科大学 助手

2004年4月　福知山市民病院皮膚科 医長
2005年4月　京都府立医科大学 助手
2010年4月　京都府立医科大学 講師
2017年4月　京都府立医科大学 准教授

アトピー性皮膚炎（AD）は慢性疾患であり、患者と治療目標を共有しながら、寛解導入から長期寛解維持を通した治療計画
を立案し、進めていくことが重要である。AD治療において、まず重要となるのは適切な外用療法の実践である。本講演で
は、ステロイド外用薬に加え、タクロリムスをはじめとする非ステロイド性抗炎症外用薬の特徴を整理し、特にタクロリム
スが有する抗炎症作用や皮膚バリア機能への影響について概説する。さらに、外用療法で十分な効果が得られない場合
には、皮疹や痒みの重症度を基準とし、患者の治療目標を鑑みて、全身療法の導入を検討する。生物学的製剤の中でも、
抗IL-31RA抗体であるミチーガは、強い痒みに対する即効性と、前治療期間が4週間で導入できる等の他剤と異なる前
治療要件により、導入しやすい特徴を併せ持つ。ADに対するミチーガの臨床試験データや実臨床における投与症例を紹
介し、その適切な導入時期と位置づけについて考察する。
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2006年3月　産業医科大学医学部 卒業
2006年4月　独立行政法人国立病院機構
　　　　　　 九州医療センター 初期臨床研修医
2008年4月　産業医科大学皮膚科 専門修練医
2011年4月　豊前東芝エレクトロニクス㈱ 専属産業医
2013年4月　京都大学皮膚科 プロジェクト研究員
　　　　　　 京セラ滋賀八日市工場 専属産業医

2015年4月　産業医科大学皮膚科 助教
2016年10月 産業医科大学皮膚科 講師
2018年7月　カリフォルニア大学サンディエゴ校
　　　　　　 皮膚科学教室 客員研究員
　　　　　　 日本学術振興会 海外特別研究員
2021年4月　産業医科大学皮膚科 講師
2023年4月　産業医科大学皮膚科 教授
　　　　　　 産業医科大学病院がんセンター 副センター長

アトピー性皮膚炎（AD）および結節性痒疹（PN）は、慢性的な激しいかゆみにより、患者のQOLを著しく低下させる疾患で
ある。近年、これらの疾患においてIL-31がかゆみのみならず、皮膚の線維化や表皮肥厚といった病理にも関与することが明
らかとなり、IL-31経路を標的とした治療が注目されている。ミチーガ（抗IL-31RA抗体）は、ADおよびPNに対して新たな治
療選択肢として期待されており、本講演ではその導入から長期管理までの治療戦略を解説する。ミチーガは外用療法と併用
する全身療法であり、症状がコントロールされた段階では中止も選択可能である。また、生物学的製剤による治療では患者
の希望に応じた治療継続や中止の判断が求められる。本講演では、実臨床におけるミチーガ使用経験に基づき、治療最適化
のための工夫や、使用中にみられるADの悪化、浮腫性紅斑への対応についても紹介する。

12：20～13：10
2025年10月18日土

〒700-0024 岡山県岡山市北区駅元町14-1
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